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公開シンポジウム「裁判員制度で，冤罪は防げるか」
　明治・大正・昭和にわたって弁護士として法曹界に多くの足跡を残した本学元総
長の今村力三郎先生は，著名な刑事裁判の弁護を通して人権擁護に努めてきました。
私たちは，その精神を受け継ぎ，2009（平成21）年５月より始まる裁判員制度やわ
が国の刑事裁判の問題点を検討すべく，公開シンポジウムを2008（平成20）年11月
15日に神田校舎にて開催いたしました。
　はじめに，小田中聰樹元法学部教授（東北大学名誉
教授）が「裁判員制度と冤罪」と題した基調講演を行
いました。小田中元教授は，裁判員制度は，陪審制度
や参審制度と根本的な理念などが異なり，「糾問主義
的検察官司法」を温存したまま，国民に対して公正な
裁判というものを強いることは問題であると批判され，
裁判員制度成立の背景を分析し，裁判員制度の問題点
を指摘されました。そして，重要なのは，裁く側にと
っても裁かれる側にとっても裁判というのは良心をか 小田中聰樹氏
袴田ひで子氏
けた営みであり，冤罪者を救援する思想は，裁判官の良心
に訴える私たち国民の良心の営みである。こういう視点を
基礎において，その上で国民は司法に対してどういう関わ
り合い方があるか，制度としてどう組み立てていくか，私
達の能力・経験などを活かす形で考えるべきだとし，講演
を締めくくりました。
　続いて，「袴田事件」の袴田巌死刑囚の姉ひで子さんに
よる再審請求のアピール，支援呼びかけが行われました。
　パネルディスカッションは，矢澤室長（専修大学法科大学院教授）の司会で進め
られ，庭山英雄氏（弁護士，元専修大学教授），山田悦子氏（「甲山事件」元被告人），
小川秀世氏（弁護士，「袴田事件」再審弁護団事務局長），中山武敏氏（弁護士，「狭山
事件」再審弁護団事務局長），浅野健一氏（同志社大学教授）の５氏がパネリストとし
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れました。聴衆も参加しての質疑応答では，被害者への調書開示の問題や，取調べ
の全面可視化の問題などについて活発に意見交換がなされました。
所蔵 No.
【書籍】
１．日本弁護士連合会調査室編著『条解弁護士法〔第４版〕』（弘文堂　2007）
２．新村出編『広辞苑〔第６版〕』（岩波書店　2008）
３．東京地裁証拠保全研究会編著『証拠保全の実務』（金融財政事情研究会　2006）
４．伊藤眞『破産法・民事再生法』（有斐閣　2007）
５．鬼追明夫監修，法と法実務研究会編『書式と理論で民事手続』（日本評論社　2007）
６．木谷明『刑事事実認定の基本問題』（成文堂　2008）
７．国際連合人権高等弁務官事務所（平野裕二訳，アジア・太平洋人権情報センター日
本語版編集）『裁判官・検察官・弁護士のための国連人権マニュアル』（現代人文社　
2006）
８．岩倉正和・佐藤丈文監修『企業法務判例ケーススタディ300　企業組織編』（金融財
政事情研究会　2007）
９．関沢正彦・濱田広道監修『企業法務判例ケーススタディ300　金融編』（金融財政事
情研究会　2007）
10．山野目章夫・廣渡鉄監修『企業法務判例ケーススタディ300　企業取引・知的財産権
編』（金融財政事情研究会　2007）
【コンピュータ・ソフト】
１．『広辞苑〔第６版〕DVD-ROM版＋日本語大シソーラス』
２．『スーパーニッポニカ Professional for Windows』
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て発言されました。
　パネリストによるショート
トークに続く討論では，裁判
員制度と公判前整理手続にお
ける問題点の指摘がなされ，
犯罪報道のあり方，冤罪に関
する教育のあり方などについ
て批判的見地から議論がなさ
左から矢澤，山田，浅野，小川，中山，庭山の各氏
